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第４８２回（定例）福崎町議会会議録  

平成３０年１２月１８日（火）  

午前９時３０分   開   会  

 

  １．平成３０年１２月１８日、第４８２回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集され

た。 

 

  １．出席議員     １３名  

      １番  松 岡 秀 人       ９番   牛 尾 雅  一  

      ２番  柴 田 幹 夫      １０番   冨 田 昭  市  

      ３番  三 輪 一 朝      １１番   小 林   博  

      ４番  北 山 孝 彦      １２番   石 野 光  市  

      ５番  前 川 裕 量      １３番   城 谷 英  之  

      ６番  河 嶋 重一郎      １４番   高 井 國  年  

      ８番  山 口   純       

 

  １．欠席議員      １名  

      ７番  木 村 いづみ  

 

  １．事務局より出席した職員  

    事 務 局 長  木ノ本 雅 佳  主       査  塩  見 浩  幸 

 

  １．説明のため出席した職員  

    町 長  橋 本 省 三  副 町 長  尾 﨑  吉 晴  

    教 育 長  髙 寄 十 郎  上下水道事業管理者  近 藤  博 之  

    技 監  吉 栖 雅 人  会 計 管 理 者  小 幡  伸 一  

    総 務 課 長  山 下 健 介  企 画 財 政 課 長  吉 田  利 彦  

    税 務 課 長  尾 﨑 俊 也  地 域 振 興 課 長  松 田  清 彦  

    住 民 生 活 課 長  谷 岡 周 和  健 康 福 祉 課 長  三 木  雅 人  

    農 林 振 興 課 長  松 岡 伸 泰  ま ち づ く り 課 長  福 永    聡  

    上 下 水 道 課 長  成 田 邦 造  学 校 教 育 課 長  岩 木  秀 人  

    社 会 教 育 課 長  大 塚 久 典  

 

  １．議事日程  

    第 １ 一般質問  

 

  １．本日の会議に付した事件  

    第 １ 一般質問  

 

  １．開会及び開議  

 

議    長  皆さん、おはようございます。  

       ただいまから、本日の会議を開きます。  

       ただいまの出席議員数は１３名でございます。  

       定足数に達しております。  

       なお、本日の会議に木村議員から欠席届が出ておりますので、報告しておきま
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す。また、木村議員は、本日、一般質問を通告されておりましたが、欠席のた

め、申し合わせにより一般質問はなしとします。  

       それでは、これより本日の日程に入ります。  

       本日の日程は、お手元に配付しております議事日程に記載のとおりであります。  

 

日程第１ 一般質問  

 

議    長  日程第１は、一般質問であります。  

       それでは、通告順に発言を許可いたします。  

       １番目の通告者は、三輪一朝議員であります。  

       質問の項目は  

       １、橋本町政について  

       ２、自治会への補助金、交付金について  

       ３、人口減少時代の起債について  

       以上、三輪議員。  

三輪一朝議員  おはようございます。通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。ど

うぞよろしくお願い申し上げます。  

       まず、最初に、橋本町政についてでございます。  

       橋本町長は、今年１２月をもちまして町長につかれて３年目を終えられるとと

もに、４年間の任期の締めくくりとなる１年を迎えられるということになりま

す。選挙活動の折は、継承からさらなる発展を目指すということを申され、そ

して、それを実行されてこられました。そして、この３年間は選挙の折に出さ

れました公約並びに福崎町の将来を見据え、福崎駅周辺整備事業を初めとした

事業及び山積する課題に取り組まれてまいりました。その中で、この任期の最

終年、４年目を迎えられるに当たりまして、３年間の実績につきまして町長ご

自身でどのように評価をされているのか、ちょっと答えづらい中身なのかもわ

かりませんが、質問をさせていただきます。  

町    長  もう、質問議員も言われたとおりでありまして、こればかりは自分のこととい

たしまして、自分では評価をしにくいという事柄であります。評価をしていた

だくのは、質問議員を初め、この議場におられる議員の皆様方、また福崎町に

対し協力をしていただいている委員の皆様方、住民の皆様方が評価するものと

いうように私自身は思っております。  

       今、言われましたように昨日で丸３年を迎えました。本年から４年目に入るわ

けでありますけれども、この残された１年、一生懸命頑張ってまいりたいと、

職員ともどもそのような形の中でお願いをしていきたいというように思ってお

ります。  

三輪一朝議員  自ら評価をされにくいということは当然承知の上で質問させていただいたわけ

で、非常にありがたい答弁であったと思います。  

       次に、この橋本町政１期目の最終年度ということで、再三申し上げているわけ

でありますが、新年度、この４月からの予算につきましては、自ら評価をされ

ていると思うのですが、その評価を踏まえたものになるとともに、何度も申し

上げますとおり、任期の最終年度でもございます。行政需要は多方面にわたる

ということ、そして、町長も再三おっしゃっておられますように財政状況が非

常に厳しいということがございます。ということで、どれもこれもというわけ

にはいきにくいという環境は重々承知しているわけではございますが、その選

択と集中が求められると私は思っているのですが、新年度予算にどのように反
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映をされてまいるのか、お尋ねいたします。  

町    長  これら等、国・県ともに、今、予算をつくっている段階であります。その方向

性を見きわめながら、福崎町にとって何が必要なのか、そういう事柄も非常に

大切になってまいります。しかし、福崎町のことばかり言っておるわけではご

ざいません。学校施設、これら等、長寿命化計画に沿ったような形の中で、年

度も決まっておりますし、その年度内における分野で、これら等、整備をしな

ければならない。また、県におきます中播磨地域、神崎郡３町、昨日も但陽信

用金庫を踏まえた、「官」と言うんでしょうか、それと商工会は「民」に該当

すると、それから但陽さんが入っておられるんですが、これが「金」に該当す

ると、そういったような形の中でお互い情報交換をしながら、お互いの町の役

割等々も検討を加えていかなければならないといったような話をさせていただ

きました。それら等は非常に大切な事柄だと私自身も認識をさせていただきま

した。  

       福崎町は、今現在におけます分野では非常に活力があふれております。工業製

品の出荷高が、一人頭で言いますと県下で１位、昼間人口比率、これも県下１

位。小さな町でありながら、こういったような事柄も含めた形の中で、そこへ

なおかつ、これら等、柳田國男先生、吉識雅夫先生、これら等を踏まえた形の

中で、不易の部分と、今現在おいております流行の部分、そして特産もち麦と

いったような形、特に特産もち麦は大妻女子大学の池上幸江先生が特産品もち

麦の効能、βグルカンですか、非常に腹の調子がいいといったような形の中で

の、ＮＨＫで講演をしていただいて、そこから爆発的に人気が出てきたという

形になっております。大麦、小麦ともに春の雨に非常に弱いと言われておって、

つくりにくい、特に大麦のもち麦はつくりにくいと言われておりますけれども、

新しい開発、そういったような事柄も研究をしていただいておりまして、これ

ら等はもう研究も終わり、試験田でつくっておるという状態にもなっておりま

す。それら等を踏まえた形の中で、これらもち麦を含めた形の中で、２次、３

次、そして６次といったような、１次、２次、３次、６次の産業をバランスよ

くこしらえていくのは福崎町であろうと思います。それは地の利を生かしたよ

うな形の中で、ちょうど兵庫県の南西部に位置しておるわけでありますけれど

も、交通が非常に利便がいい、交通の要衝であるといったような形、これら等

を使った形の中での取り組み等々は皆様方とともに福崎町をつくり上げる一つ

の大きな、どう言うんでしょうか、福崎町の特性であるといったように思って

おります。  

三輪一朝議員  今、町長がおっしゃられたことも継続的な努力、そして国立人口問題研究所が

発表しておりました人口につきましても、兵庫県の中で福崎町が一番高い、残

存率と申しますとちょっと言葉的に不適切なのかもわかりませんが、人口の減

少率が非常に少ないというところでもあらわれつつあるのかなと思います。で

すが、それは将来のことを国が申しているのでありまして、町、また町民挙げ

て、そういったまちづくりに努力を継続してまいりたいと思っておりますので、

町の皆様方もどうぞよろしくお願いしたいと思うのであります。  

       そうしましたら、次の質問に移らせていただきます。  

       自治会への補助金、交付金についてであります。  

       町内の各自治会の発展及び機能維持につきましては、町域の発展と不可分であ

ります。また、各自治会の事業遂行、いろいろな事業を各自治会でやっている

わけでありますが、そういった事業に町から補助金並びに交付金を支出いただ

いており、自治会ごとの発展というものに寄与していると思っております。  
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       その中で、補助金、交付金の代表的なものに、その中で公民館新築増改築の補

助金、そして２つ目として自立のまちづくりの交付金、そして３つ目として消

防施設整備事業などがあります。こういったいろいろな補助金、交付金がある

わけなんですが、町が自治会に補助金、交付金を支出されている事業数は幾つ

あるのか、お尋ねいたします。  

企画財政課長  事業数ではございませんが、自治会公共用施設整備事業補助金、自立のまちづ

くり交付金など、自治会が補助金、交付金の対象となる補助金は７つございま

す。 

三輪一朝議員  今、７つということでお答えをいただいた中に、私が申し上げた中身も入って

いるのだと思います。そうした７つということではありますが、この補助金、

交付金、町から支出いただいておるのですが、支出のタイプといいますか、大

きく分けられるのではないかと思っております。その１つは人口とか戸数の規

模の対応型と自分で名付けたわけなんですが、それと人口・戸数の規模に非対

応になっているのではないかというところで、この２つに分類されるのではな

いかと思っております。  

       その１つが今から申し上げるもので、先ほども申し上げました中で、人口・戸

数規模対応型と思っておりますのが自治会公共用施設整備事業ということで、

公民館の新築及び増改築の補助金に当たろうかと思います。建屋の面積とか規

模は各自治会で選択ができますので、ということで、建屋面積規模で補助金額

が異なるというメニューになってございます。そうしたことで、建屋規模ニア

リーイコール自治会の戸数規模と考えられるとしますと、集落ごとの１戸当た

りの住民負担の均平化というものに結びついているのではないかと思っており

ます。  

       そして、次に、こちらも戸数規模の対応型ではないかと思っているのですが、

自立のまちづくり交付金事業でございます。これは、基本事業として一律の３

万円、そして自由事業では均等割が４割、そして残りの６割が世帯数割という、

こういった配分のメニューで、自治会の戸数規模というものを意識した中身で、

そういった形で交付されているのではないかと思ってございます。  

       ということで、均等割なり基本事業の一律ということがございますので、少人

口、小規模戸数の自治会に手厚い構造に根はなっているのではないかと思って

おります。  

       そして、今度は人口戸数の規模に非対応といいますか、結果的にそうなってし

まっているということで考えているのですが、消防施設の整備事業がそれに当

たるのではないかと思っております。これは、自治会規模の大きい小さいにか

かわらず消防用小型動力ポンプと軽四の積載車を選択していらっしゃる場合が

非常に多いという現状がございます。補助額といたしましては、事業費の３分

の１と７５万円というメニューになっておりまして、現行の物品価格では半額

程度の自治会負担、つまり半額程度の町からの補助が出ているということにな

ります。先ほど自治会規模にかかわらず小型動力ポンプと軽四積載車の採用自

治会が多いと申し上げましたが、結果的に自治会規模の小さい自治会ほど１戸

当たりの負担が重くなっているということになってしまっているということが

あろうかと思います。例えば３００戸と１００戸の自治会では、１戸当たりの

負担が３倍違うという、単純計算なんですができるのではないかということに

なります。これは、構造的に、１つ目に各自治会では小型動力ポンプと軽四積

載車から、ほかの機材への選択の幅が小さいからという点があるのではないか。

また２つ目に小型動力ポンプと軽四積載車自体の価格の幅が小さいというふう
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な、そういった特殊な事情があるからというふうな認識もいたしております。  

       申し上げました公民館の新築及び増改築、そして自立のまちづくり交付金事業、

そして最後に申し上げました消防施設整備事業につきましては、この３つの例

では町の支出の体系から自治会ごとの住民負担の均平化を狙ったもの、特に自

立のまちづくり交付金事業はそうであろうと思うのですが、そうではなく結果

的に自治会ごとの戸数規模の大小問わず同額の補助金、交付金となってしまっ

ているというものがあるのではないかと思います。  

       そして、さきの質問で補助金、交付金の支出事業数は７つだということで答弁

を頂戴したのですが、町が自治会に支出する補助金、交付金の支出におきまし

て、言いかえれば戸数規模、一律金額となっている事業数、また戸数等の規模

に応じた金額の支出となっている事業数はそれぞれ幾つあるのか、お尋ねいた

します。  

町    長  まず、私のほうから基本的な方向を。今までの福崎町の歴史があります。その

歴史の中で今の制度ができておるわけでありまして、それら等、先ほどから何

回も話を聞いておりますけれども、人口減少時代における分野でその地域、地

域がといったような形の中でのあり方等々につきましては、言われるとおりの

ところもございます。しかし、これら等は行政側がつくったのではなしに、こ

れら等、自動車ポンプそのものが国の予算からなくなったということもありま

して、それら等に応じた形で、今度、県が軽四積載車であればといったような

形、そしてポンプにつきましても可搬式ポンプであればといったような形の中

での対応を言われてきました。そういう考え方を含めた形の中で、いろんな形、

角度から検討を加えていただいたわけでありますけれども、その中で今の戸数

の大小を問わずしてそういったような形の中で、自分のところの分野について

は自分らで守るんだという、そういう姿勢が出てまいりました。そういう形を

採択したというんでしょうか。方向性を消防自らがつくっていただき、それら

等に応じた形で対応するようになったわけであります。  

       それとともに、自治会に出す補助金、自治会公共用施設整備事業補助金等々ご

ざいます。公民館施設につきましては、戸数等々問わずして、それら等の大き

さ、そしてそれら等に応じた形の中での、社会資本といったような形を含めた

形の中での対応のあり方をお願いしているところであります。町単土地改良事

業等々なんかは率で決めて、その大小を問わずしてその益を受けるというんで

しょうか、そういう事業等々にも活用していただいているところであります。

また、自治会単位における学習会でありますとか、そういったような事柄、そ

してこの３年間行いました集落懇談会等々につきましても、そのことの大小は

問わずしてという形をとらせていただいているところであります。  

       一方、自立のまちづくり交付金事業等々につきましては、これもう言われてお

るとおりでありまして、その中における分野という形になっております。  

       実は、来年度、７年目に入ります。これら等につきましては、律する律はもう

各集落で立ち上げをしていただいておるものと私自身は考えておりまして、こ

れからの立は、自らが行動を起こし、その地域がどのようになっていくのかと

いったような形の中での見きわめをさせていただきたいというように思ってお

りまして、これら等につきましてもヒアリング等々を含めながら対応していく

という形になろうかと思います。  

       いずれにいたしましても、補助申請者でありますその自治会がよりよいような

形の中でといったような形、また今、三輪議員が言われておりますように、そ

ういったようなご質問をいただき、区長会等々にも諮りながら、それら等、よ
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りよい方向が出てくれば、それら等は採用していくといったような形で進めて

まいりたいと、このように思っております。  

三輪一朝議員  先ほどの町長の答弁で次の質問、また次の質問の中身を全ておっしゃっていた

だいたという、非常にありがたい中身であったと思います。ですので、自治会

の要望をというところを十分期待して、この質問を終わりたいと思います。  

       私から最後のテーマというか質問でございます。  

       ３つ目の人口減少時代の起債ということで質問をさせていただきます。  

       本町は、戦後、人口増加をたどった数十年間と、その後は現在に至ることにな

るんですが、人口が停滞といいますか、微増というところの表現がいいのかも

しれませんが、そういった数十年間を経験してきてございます。  

       起債ということでは、人口増加時代には増加後の人口での起債の償還というこ

とになるということ。また、財政規模が拡大する環境でも当然ございましたの

で、償還開始時点より償還完了前のころ、そのあたりでは人口１人当たりの負

担額が結果的に軽減されるという、そういった構図であったであろうと思うの

であります。  

       前段の質問でも途中で申し上げましたように、国立社会保障人口問題研究所が

今年発表した、２０４５年時点の本町の将来人口推計値では、１万８，８０５

人というところで、兵庫県の中で一番全人口の減りようが少ないということと

はいえ、現在の人口から減少するということとされております。  

       その中で、起債につきましては、償還期間が長期にわたるものにつきましては、

最長２５年、あるいは３０年に及ぶものも、現在償還をしているものもござい

ます。２０４５年の将来人口の推計値における１人当たりの償還負担額という

ことでもし考えてみますと、財政に関連するその他の条件の変化がないと仮定

いたしますと、５％ほど上昇することになると、単純計算でなるのではと思っ

ております。ほかにも当然人口が減少しますと変わってくるわけなんですが、

そうしたふうに、実際は将来的に人口減少によりまして普通地方交付税が減少

して、歳入が縮むであろうということから、交付税算入率の高い起債を選択す

るということではお聞きをしておりますが、そうは言うものの、人口１人当た

りの償還額の占める比率が高くなる構図、言いかえれば、償還の年度予算に占

める割合が増えてくるというふうなことになってこようかと思います。  

       そこで、お尋ねをしたいのですが、過去の起債におきましても今後の起債にお

きましても、償還期間が長期にわたり継続するものがあろうと思います。その

中で、財政的影響が出てくると思う中で、大きいと思うのが、個人住民税の所

得割納税者の人口がやっぱり減ってくるだろうと思うのです。それは大きな数

字になるのか、小さな数字になるのかわかりませんが、影響を及ぼすこととな

ろうかと思うのですが、そういった環境の中で、町長もよくおっしゃいます自

治体の持続可能な経営というところの観点、そして住民負担ということ、その

分、住民サービスに回すものも難しくなってくるということになってこようか

と思うのですが、そういったことで、起債の発行につきまして、中長期的な方

針、また方向性につきまして、本町におきまして議論はなされたことがあるの

か、お尋ねいたします。  

町    長  これは、企画財政課が中心となって、毎年、それぞれ基本計画に基づくそうい

ったような事業をどのように進めるのかといった計画を立てていただいており

ます。その中での財源のあり方といったような形になろうかと思うわけであり

ますけれども、その中におきます分野、先ほども学校長寿命化計画、こういっ

たような話が出たわけですが、当時、非常に起債制限比率、公債費率、高かっ
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たといったように聞いております。非常に厳しい財政状況の中における分野で

そういう義務教育施設をしなければならなかった。  

       今現在におけます福崎町でも同じであります。住民の皆様方に快適に生活して

いただくためのそういう施策はとっていかなければならない。また、子どもた

ちが健康でと、お年寄りが健康でといったような形を整えていくといったよう

な形になろうかと思います。ソフト事業、ハード事業問わずして、そういう住

民の皆様方の生活の根幹にかかわる分野については、福崎町は頑張っていきた

いというように思っております。  

       これも一般質問でいただいた事柄でありますけれども、保健センター、今は月

曜日から金曜日まで５日間といったような開庁のあり方でありますけれども、

実は今、基本計画をつくっておる中におきまして、月曜日から土曜日まで住民

の皆様方に対応していこうと。これは子ども子育て関係、少子化関係を含めて

でありますけれども、そしてお年寄りにつきましては、地域包括ケアシステム

といったような形の中で相談に乗らせていただこうという形で保健センターも

頑張りたいと。実は、保健師を１名雇い入れをするといったような方向も出さ

せていただいておりまして、そのまま福崎町に勤めていただけるならば、そう

いったような事柄にも対応していけるという形になるのではないのかなという

ように思っているところであります。  

       当然、三輪議員の言われる、財政が悪化する起債等々の発行における償還、こ

れら等が、将来にわたる経常的な住民サービスを阻害する原因になるのではな

いのかといった形で言われておりますけれども、これは長寿命化計画における

起債総額の総量等々につきましても、これら等、報告をし、ご承認を得て、こ

れら等、運営させていただいているところであります。  

       なお、水道でありますとか、工業用水道、そして、公共下水道、これら等の年

限が非常に長くなっております。都市部では入れ替えといったような形で、今、

非常に大変な時期を迎えておるそうでありますけれども、福崎町、ようやくそ

れら等に対応できるような形になりました。それら等を踏まえた形の中で水道、

工業用水道、公共下水道も含めてでありますけれども、それら等、財政運営

等々を加味しながら計算を立てていただき、料金体系も住民の皆様方の納得で

きる範疇でお願いをしているところであります。  

       なお、三輪議員が心配されておりました個人納税の関係でありますけれども、

これは国の租税の関係でありまして、福崎町がというような形にはならないと。

よっぽど悪い財政状況にあるんであれば、そういうような形にもなるのかもわ

かりませんけれども、福崎町、普通のまちであります。財政的にも厳しいとい

ったような形の中でありますけれども、そういったような形を堅持できるだけ

の力を持っておるといったようなところがありますので、それら等はご理解を

お願いしたいと思います。  

三輪一朝議員  町長が申されましたことについては、当然おっしゃるとおりであろうと思うの

であります。その中で、最後の質問に入るわけなんですが、財政的にもっとも

っと厳しくなった場合というケース、万が一ということで、町長、何を考えて

いるのだということでおっしゃるのかもわかりませんが、将来的な急激な人口

減少とか、どうしようもなくなった場合、財政的な変化が見通せたりとか、起

債の総量ですとか町の事業全体ということで影響が出てくるのだろうと思うの

ですが、そういった場合において起債の総量を規制するというか、考えていく

という、そんな選択肢が万が一の場合は出てくるのか、そこまでちょっと心配

しておきたいなということで質問させていただきます。  



－8－ 

町    長  もう質問議員さんもご承知のように、日本の国の経済動向が変わってまいりま

した。また、エネルギーのあり方も変わってまいりました。そういう中におき

ます分野につきましては、石炭が掘削されるといったような形、これら等は北

海道でも九州でも同じような状況でありました。それら等がエネルギーが変わ

ってまいりますと、そういったような産業が衰退する。当然、人口も減ってい

くといったような形の中、中には夕張市みたいに非常に財政悪化と、それで一

応、どう言うんでしょうかね、財政をちょっと自分とこの都合のいいような解

釈をしながらと、一時借り入れを年度間同士合わせながら使ったといったよう

な形で、その年度、その年度の会計をつけていくといったような形でやってお

りました。いずれはもう破綻するのは担当者を含めよくわかったおった事柄だ

と思います。現在、立ち直りをするために、今、言われておりました個人負担

分を若干増やしたり、そういったような形の中、新しい施設は全くできない。

学校の天井はもう穴があいたままと、道路は穴ぼこだらけといったような形の

中でも元気に頑張っておられると。夕張メロンとか、そういったような新しい

事業等々にも着手しながら頑張っておられますので、そういったような人間の

力というんでしょうか、そういったような形の中で働きが出てくるというよう

な形であります。  

       なお、元金等々含んだ形の中で、それら等はもう当然長期的な展望であります

ので、短期的な展望で一時的にどーんといったような金の使い方は福崎町、も

うしたことはありませんし、そういったような形の中における分野につきまし

ては、必ず議会を含めた形の中で検討をしていただくような形になろうかと思

います。いずれにいたしましても、福崎町の取り巻く環境は、今、三輪議員が

言われたような環境にないと、総量規制等々、そういったようなものにかかる

ような形にはなりにくいと。当然、人口が減ってきますので、それら等、総量

分を含めて当然図っていくというのが財政担当者の使命でもありますし、私も

財政担当二十何年もやらせていただいておりますので、そういったような形の

中での取り組みは財政担当とともに考えていきたいというように思います。  

       いずれにいたしましても、今、三輪議員が言われましたような事柄にはならな

いのは、これはもう事実であります。  

三輪一朝議員  私が今、申し上げた質問につきましては、他自治体では人口が２０４５年では

四十数％減る自治体があって、そこでは病院の建て替え、十数億とか言われて

おります。そこは合併しておりますので特例債の枠をいっぱい使った、国が見

てくれるとはいえ、それが膨らんでいる。そういったところから、町長がおっ

しゃいましたように、その心配はまず小さいだろうと、ないとは申し上げませ

んが、その中で行政の安全性といいますか、そういった観点から質問をさせて

いただいた次第でございます。  

       以上で、一般質問を終了させていただきます。  

議    長  三輪一朝議員の一般質問を終わります。  

       次、２番目の通告者は、牛尾雅一議員であります。  

       質問の項目は  

       １、福崎駅周辺整備事業及び関連事業について  

       ２、まちづくりについて  

       ３、前回の質問について  

       以上、牛尾議員。  

牛尾雅一議員  議席番号９番、牛尾雅一でございます。議長の許可をいただき、ただいまから

一般質問をさせていただきます。  
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       １点目の福崎駅周辺整備事業及び関連事業について、お尋ねしたいと思います。  

       まず、平成２６年度から着手されてきました、福崎町の玄関口であり、交通拠

点をつくる福崎駅周辺整備事業とその関連事業について、お尋ねしたいと思い

ます。  

       都市計画道路の町道福崎駅田原線の延伸についてでございます。福崎駅田原線

の延伸につきましては、道路計画の見直しによって地元自治会に向けた説明会

の開催や、兵庫県との調整を図るとのことでしたが、その後の進捗はどのよう

になっていますでしょうか。あわせて、延伸工事を進めていかれるに当たって、

財源はもちろんでございますが、用地買収などでどのような課題があるのか、

お尋ねいたしたいと思います。  

まちづくり課長 町道福崎駅田原線は、町道馬田山崎線までの１００メートルの整備を進めて

おります。駅周辺整備の整備効果を高めるために、駅へのアクセス道路の整備

がさらに必要であると考えております。現在、町道馬田中央線、町道千束新町

線を活用いたしまして、もとの播州信用金庫のあったところの国道３１２号の

交差点までの拡幅整備ができないか、最適な道路法線を含めて検討を行ってい

るところでございます。道路延伸の計画については、駅前と馬田の自治会の役

員会等に説明をしてまいりました。県とは、社会資本整備総合交付金を活用い

たしまして、早期に実現が可能な手法についての協議を行っております。用地

買収では、できるだけ支障物件を避けるような道路線形の検討も必要であると

考えております。  

牛尾雅一議員  わかりました。  

       続きまして、県道甘地福崎線の道路の改良についてでございます。  

       この事業は、県が担当されていると思いますが、県道甘地福崎線は通勤通学の

時間帯を中心に多くの町民の方、また町外の方も利用をされている交通量の多

い道路でございますので、確認をさせていただきたいと思います。県道甘地福

崎線は、福崎高校前の踏み切りから北側の幅員が狭く、車両、歩行者ともに非

常に危険であり、交通事故も発生しており、早期の改良が必要であると地元自

治会や県立福崎高校からもたびたび要望があった箇所でございます。県事業の

推進状況のご報告をお願いいたします。  

まちづくり課長 県道甘地福崎線の北工区、延長３２０メートルの整備につきましては、平成２

９年度に事業着手をしておりまして、平成３３年度までの５カ年の計画で進め

ております。３月２７日と９月１９日に地権者等へ説明会を行いまして、現在、

用地の境界立ち合いを行っておるところでございます。県によりますと、今後、

県の予算配分の状況によりまして、用地買収を進めまして、ある程度まとまっ

た用地が確保できたところから工事の着手に入っていきたい、このように聞い

ております。  

牛尾雅一議員  大変多くの方が早期の実現を望まれておりますので、よろしくお願いしたいと

思います。  

      続きまして、駅前で開催されておられます福崎○○まるしぇについてでございま

す。これは、昨年度から始まった軽トラ市の流れをくむ試みと思いますが、私

も前回行かせていただきました。おいしいごはんというんですか、カレーもい

ただきました。ＪＲ福崎駅で電車を降りられた会社員の方、福崎高校の部活帰

りの生徒さんなどで大変にぎわっていた印象でございました。大変いいイベン

トでございますので、もっと地元のお店の方にも出店をしていただけるように、

そしてもっと福崎町の地場産業をアピールできるように、また、駅利用者を初

め住民の方にもたくさんお客さんとして来てもらえるように規模を拡大してい
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ただいて、継続的に行っていただきたいと思っております。この福崎○○まる

しぇについて、今後の運営計画、事業者や住民の方への働きかけなどについて

どのようにお考えなのか、お尋ねいたします。  

地域振興課長  駅前での福崎○○まるしぇにつきましては、整備が進む福崎駅周辺に地域のに

ぎわいと活性化につながる取り組みとして実施している事業で、現在は行政が

主体となってイベントの企画から実施、広報等を行っております。将来的には、

民間の事業者が主体的に事業に取り組んでいただくことが継続的な地域活性化

につながると考えておりますが、それまでは行政や福崎駅前交流広場の指定管

理者が主体となって運営していきたいと考えております。  

       なお、事業者や住民への働きかけにつきましては、事業を実施していく中で周

知を図ってまいりたいというふうに考えております。  

牛尾雅一議員  よくわかりました。ますますの駅前というんですか、にぎわいづくりに大きく

貢献される取り組みというんですか、催しになればというふうに願っておりま

す。 

       続きまして、福崎町の観光スポットであります辻川界隈、その再開発について

お尋ねしたいと思います。  

       ここ数年は、観光客の方も右肩上がりで伸びており、非常に好評を得ていると

いうことで、大変喜ばしい限りでございます。このような中、観光拠点に隣接

する養護老人ホーム福寿園については、施設の老朽化も進んでおりますので、

建物を取り崩して移転し、そこに観光施設を整備するといった案は検討されて

いるのでしょうか。  

健康福祉課長  福寿園につきましては、老人福祉法に基づきまして設置しておりまして、今後

も高齢化が進む中での役割は大切であるというふうに考えております。現在、

具体的に廃止や移転の案を検討しているわけではございませんが、入所者５０

名弱の生活の拠点、あるいは雇用の場となっておりまして、議員ご提案の民間

活力の導入なども視野に入れまして、慎重に対応していきたいと考えておりま

す。 

牛尾雅一議員  施設の存続というんですか、それは入所者の方のためにもぜひ存続が、私個人

としては大変いいことと思っていますので、移転が一番ありがたい施策だと思

っております。移転が実現しましたならば、跡地を活用して、さらなる観光振

興が図られると考えますので、よろしくお願いしたいと思います。  

       続きまして、２点目のまちづくりについてお尋ねいたします。  

       これまで、私は、まちづくりに関するハード事業についていろいろと質問をさ

せていただきましたが、今回は各事業における事業計画と具体的なスケジュー

ル、進捗状況についてお尋ねしたいと思います。  

       まず、播但連絡道路右南ランプ交差点の改良についてでございます。この箇所

については、播但道路の乗り口、降り口ということもあり、自動車の交通量が

大変多く、渋滞が慢性化しており、また一方で東中学の通学路でもあります。

また、台風や大雨のときには冠水する箇所でもあります。この福崎南ランプ交

差点の改良について、１１月２９日の入札で株式会社セイトーさんが落札され

ております。この工事は、どのような内容になりますか。また、関係機関との

協議はどのようになっているのか、また進捗状況もわかればご報告をお願いい

たします。  

まちづくり課長 福崎南ランプの交差点改良につきましては、公安委員会との協議では右折車線

の設置については認められておりません。北側歩道の境界ブロック、これを１

メートル北へ移動させることで、北側の道路車線の幅員、現在の有効幅員は４．
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５メートルでございますが、これを５．５メートルに拡幅いたします。このこ

とによりまして、交差点内に右折待ちの普通車が四、五台とまっておりまして

も、普通車であれば追い抜いていくことが可能となりますので、渋滞がかなり

緩和できると考えております。工事の進捗率につきましては、現在、工事の準

備中ということで１０％程度でございます。  

牛尾雅一議員  そのようにしていただきましたら、非常に近辺の、あそこで渋滞して姫路方面

に行くときに大変時間を要するといらいらされて、交通事故とかにもつながり

ますので、大変ありがたいと思います。特にその近辺はいろんな商業施設もあ

って、出入りが大変多くて、夕方は非常にまたいろんな車が出入りされますの

で、よろしくお願いしたいと思います。  

       続きまして、南大貫交差点の改良についてでございます。この箇所も交通量が

大変あり、また道路が広いという、東西南北の道路が大変広いですので、かな

りのスピードを出しておられる車両を多く見かけ、重大な交通事故も過去たび

たび発生しており、また八千種小学校、東中学校の通学路でもありますし、非

常に危険な箇所でございます。  

       １１月６日の入札で株式会社松本組が落札されております。この工事はどのよ

うな内容になりますか。また、関係機関との協議などはどのようになっており

ますか。また進捗状況もご報告をお願いしたいと思います。  

まちづくり課長 町道の東大貫溝口線、南大貫交差点改良の工事の内容でございますが、信号の

設置要望を行っている交差点に接続する里道がございます。これを停止線の後

ろに振りかえを行うというものでございます。町道東大貫溝口線と町道大貫山

田線の交差点において、信号の設置要望を行っていく中で、公安委員会のほう

から、五差路になっている交差点では信号の採択がしにくいという指摘を受け

ております。こういった採択を受けるための条件整備を行うもので、ただ、採

択の確約をいただいたものではございませんので、引き続き信号設置を要望し

てまいります。現在、水路の入れ替え工事を行っておりまして、進捗率で申し

上げますと２０％程度でございます。  

牛尾雅一議員  この交差点は今までも大変、さきにも言わせていただきましたように大きな事

故が発生しておりますが、今回の交差点改良をしていただくことによって、ま

たその後の交通安全対策をしていただくことによりまして、交通事故のない交

差点となることを願っております。  

       次に、辻川歩道橋についてでございます。この歩道橋は、田原小学校の通学路

となっておりますが、かなり老朽化しており、子どもさんが渡るのを怖がって

おられるという声も聞きます。また、高さが低く、秋祭りの屋台の運行の支障

にもなっているとの声も聞きます。町内には、歩道橋があと一つあると思いま

す。それらの点検を定期的に行われていらっしゃるのか。もし、安全性の確保

に少し疑問があるようなことがあれば、早急に補修や改良を要望いたしますが、

ご答弁をお願いいたします。  

まちづくり課長 町内にはご質問の辻川の歩道橋、それと播但連絡道路に架かっております福崎

インター歩道橋の２橋がございます。現在、福崎町の道路橋の定期点検で点検

を実施しております。橋梁点検の結果を受けまして、必要な修繕がありました

ら、その予算を要求してまいります。  

牛尾雅一議員  辻川のあそこは町道で非常に多くの車両が行き交いますので、最善の方法を、

今、課長さんの答弁にありましたように考えていただきたいというふうに思い

ます。  

       次に、月見橋の改良についてでございます。月見橋は、町内の方、当町では山
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崎地区の方が役場方面に来られるときに非常に多く利用されると聞きます。ま

た、市川町南部の方が駅方面への通行、また帰路というんですか、帰られると

きに自転車や自動車で多くの方が利用されると聞いています。しかし、幅員が

狭く、自動車１台が通行できるのがやっとという状態でございます。現在の月

見橋のベースはそのままに維持し、橋に横づけする形で自転車、歩行者用の通

行路を増設することはできないでしょうか。県との河川協議、建築物の構造的

な観点から実現が可能なのかどうか、お尋ねいたします。  

まちづくり課長 ご質問の橋側歩道橋の設置についてでございますけれども、河川協議について

はまだ行っておりませんが、平成２４年から２６年に実施いたしました長野橋

の橋側歩道橋がございます。これは設計も含めまして８，６００万円程度必要

でございました。月見橋は橋長がこの長野橋の倍以上ございます。そして、橋

脚も非常に大きくなることから、単純計算でも２億円を超えるような膨大な工

事費が必要と思われまして、財政的にも実現は困難となります。  

       月見橋は、福崎町橋梁長寿命化計画に基づきまして、平成２６年度に橋梁点検

を行っております。判定は健全度が３でございます。判定３の橋梁につきまし

ては、５年以内に修繕が必要ということになっておりますので、平成２９年度

に修繕設計を行っております。今後、社会資本整備総合交付金の配分がありま

したら、平成３１年度で修繕工事を実施いたします。橋梁の長寿命化を図りな

がら、駅へのアクセス道路の整備については引き続き検討を進めてまいります。  

牛尾雅一議員  ぜひよろしくお願いいたします。  

       続きまして、特別指定区域制度についてでございます。現在、町内の特別指定

区域は、自治会別で見ますと２８地区あると思っております。用途については、

地区ごとにそれぞれ異なりますが、現在、指定されていない地域や、地域から

はどのような指定の要望があるのでしょうか。また、何らかの理由で今の指定

を解除していただきたいとか、そういった要望があるのかどうか、ご報告をお

願いいたします。  

まちづくり課長 市街化調整区域におきましては、人口維持施策としまして特別指定区域制度を

推進しております。平成２７年度に各自治会にヒアリングを実施して、変更や

拡大の要望を取りまとめまして、県と協議を重ねてきました。その結果、平成

２８年度に１２地区の地縁者住宅区域の変更、平成３０年度に２回に分けまし

て１３地区の地縁者住宅区域の変更及び６地区の新規居住者区域の設定、並び

に３地区の特定区域を新たに設けております。約４年をかけまして２７年度に

実施した各自治会のヒアリングの変更要望をほぼ解決できました。  

       自治会から指定解除の要望につきましては特に聞いておりませんが、今回、土

砂災害特別警報区域に指定された箇所については、地縁者区域等から除外を行

っております。今後も市街化調整区域の課題解決のツールの一つとして、前回

変更要望のなかった５自治会を含めまして適切な時期に再度ヒアリングを行っ

て、特別指定区域制度の活用を図ってまいります。  

議    長  一般質問途中でございますけれども、暫時休憩をとりたいと思います。  

       再開につきましては１０時４５分といたします。  

◇ 

休憩 午前１０時２８分  

再開 午前１０時４３分  

◇ 

議    長  それでは、再開したいと思います。  

       引き続き牛尾議員、質問をよろしくお願いいたします。  
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牛尾雅一議員  ただいま課長より特別指定区域についての答弁をいただきました。市街化調整

区域におきましては、人口減が続いている地域がかなりあるんじゃないかと考

えておりますので、制度の有効な活用、またご指導なりをよろしくお願いした

いと思います。  

       続きまして、３点目、前回の質問についてでございます。  

       前回の９月議会でご質問をさせていただきました２つの案件、１つ目、学校教

育施設の空調設備更新、２つ目、危険ブロック塀対策について、お尋ねしたい

と思います。  

       まず、学校教育施設の空調設備更新についてでございます。これは、７月の猛

暑日に愛知県豊田市で校外学習からエアコンのない教室に戻った小学１年生の

男児が熱中症で亡くなりました。この事件を受けて、町内の生徒さんや保護者

の方、また祖父母の方はもちろん、全国的に早急なエアコン設置を求める声が

大きくなりました。その多くの要望を受けて、私も前回質問をさせていただき

ました。国の動向といたしましても、国民の多くの皆様の声に応えるべく、国

民の生命を守るための緊急対応として、国は補正予算を計上され、空調設備更

新の補助金を拡充され、エアコン設置の前倒しを地方自治体へ促進されたとこ

ろでございます。  

       今回、町は補正予算を組んでいただいて、全小中学校普通教室にエアコンの設

置を提案していただき、大変感謝をしております。当町の学校教育施設のエア

コン設置について、全体の事業計画と具体的なスケジュール、進捗状況も含め

てご報告をお願いいたします。  

学校教育課長  全体的な動きといたしましては、この議会での議案の提案説明のとおりでござ

います。具体的なスケジュールという点でございますが、今議会で補正予算を

成立させていただいた後、現在進めております小学１、２年生及び中学３年の

普通教室で進めてきております実施設計業務委託契約につきまして、変更契約

により直ちに全普通教室対象に切り替えて実施設計を進めてまいります。その

上で、実施設計の進捗を見て、空調設備設置工事の一般競争入札にできるだけ

早く入り、請負者との仮契約を経て、福崎町議会に上程させていただきたいと

考えております。また、現在の進捗といたしましては、先ほど申し上げたよう

に小学１、２年生、中学３年生の普通教室を対象に実施設計を進めている状況

でございます。  

牛尾雅一議員  福崎町の早急な対応、また、ご英断に感謝を申し上げます。よろしくお願いし

たいと思います。  

       次に、危険ブロック塀対策についてでございます。これは６月に大阪府北部地

震により大阪府高槻市で公立小学校のブロック塀が倒壊し、登校中の小学４年

生の女児が亡くなりました。その事故を受けて、今回、国の補助金もあり、民

間の私有地の危険ブロック撤去についても補助対象となり、今回、町では１５

件分の予算を補正予算に計上していただいておりますが、民間からの要望が多

くあり、１５件を超えた場合、またその後についてどのような対応をしていた

だけるのか、お尋ねをいたします。  

まちづくり課長 申請が１５件を上回った場合でございますが、３月の補正予算の対応、もしく

は予算の流用の対応でお願いしたいと考えております。それと、今後のお話で

ございますが、来年度も継続するかについては、町単独事業での継続は考えて

おりません。県に補助事業が継続するかどうかの現在確認をしておりますが、

未定であると聞いております。その内容を聞いて対応を検討してまいります。  

牛尾雅一議員  町道、また里道に面した私有地内のブロックが多くあると考えますので、住民
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の方々の安全のためにご配慮をよろしくお願いいたします。  

       私は、今まで毎回一般質問をさせていただきました。質問内容が重複したりし

て、理事者の方々、議員の方々にご迷惑をおかけいたしました。この場をおか

りいたしまして、おわびを申し上げます。  

       これで、私の一般質問を終わらせていただきます。どうもありがとうございま

した。  

議    長  牛尾雅一議員の一般質問を終わります。  

       次、３番目の通告者は、城谷英之議員であります。  

       質問の項目は  

       １、消防団の活動について  

       ２、福崎町防災マップについて  

       ３、県道中寺北条線について  

       ４、学校教育について  

       以上、城谷議員。  

城谷英之議員  ただいま議長の許可をいただき、議席番号１３番、城谷英之、通告書に従い、

一般質問をさせていただきます。  

       まず最初に、消防団の活動についての質問に入る前に、消防団の活躍について、

皆様に一言お礼を申し上げたいと思います。全国消防操法大会において、準優

勝、第３位という輝かしい成績をおさめました。この結果は、橋本町長を初め

理事者の皆さん、各議員の皆さん、町民の皆様の一人一人のご理解、ご協力の

おかげだと思っております。本当にありがとうございました。もちろん、出場

選手はもとより、消防団員、本団幹部、村、学校、何より選手を支えた家族が

あってなし得た快挙だと思っております。  

       この全国消防操法大会は、おっちゃんらの甲子園とも言われ、小型ポンプ操法

ですと４年に１度、それも兵庫県ですと町大会、中播磨大会、県大会と高いハ

ードルになっております。それも１位しか通過できません。昔、消防団に話し

たことがあります。勉強でも仕事でも日本一になるのは非常に難しい、そんな

話をしたことがあります。おまえらやったら、操法やったら日本一になれるん

とちゃうか、そんな話をしてから約１０年で、第２２回全国消防操法大会で優

勝、４年前、第２４回操法大会で準優勝、そして、今年、第２６回大会で準優

勝、第３位という成績をおさめてくれました。 

       操法大会、私も行かせていただいたんですが、１０月１６日に富山県に入りま

した。１７日に呉羽消防署、分団員さんにお世話になり、呉羽消防署で事前練

習をさせていただきました。その後、大会会場へ入ったわけなんですが、火点

が前方へ８０センチ、左へ２０センチ、このようにずれておりました。大会会

場は立入禁止であります。でも、福崎町消防団は８０センチ手前、２０センチ

左ということがわかるんです。別にメジャーで測ったんではなく、地方大会、

この地方でされる大会ではそういう間違いは非常に多いことなんですが、その

下見をした後、近くでそれの対策について練習いたしました。それから激励交

流会のほうに入ったわけなんですけど、水前寺清子さん、菅原文太さん夫人菅

原文子さん、富山県出身室井滋さん、数名の著名人の方が激励に来られており

ました。鈴木総務副大臣、石井富山県知事、秋本日本消防協会長の挨拶の後に

激励会が行われました。そこに、消防長官がおられまして、なぜかわからない

んですけどサインをくださいと消防団と私のほうで言いましたところ、書いて

くださいました。そのときに、そのＴシャツに兵庫県と書いてあったんですけ

ど、兵庫県のどこですかという話になりまして、兵庫県の姫路の近くですとい
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うお話をさせていただいたんですけども、姫路市というのは私が幼いころいた

のが姫路市ですという話をされました。姫路市の少し北の福崎というまちなん

ですよというお話をさせていただいたところ、私の祖先が眠るまちであります

と、そのようにお答えくださいました。もうびっくりしたというか、姫路市と

は言うてはりましたが、そんなゆかりのある方が消防防災のトップにおられる、

ある意味で感動をいたしました。帰って橋本町長に報告したわけですが、手帳

にしっかりとメモされて、今度、東京に上ったときに挨拶に行くと、このよう

に申されておりました。さすが橋本町長だなと、ただでは済まない、次のこと

を考えておられるんだなと、そのように感心をいたしました。  

       その黒田消防庁長官は、就任の挨拶の中で「終即始という言葉がありますが、

明治神宮武道場の名誉館長座右の銘に終即始があります。本来、武道における

残心を意味するもので、事に当たって全力を尽くし切った瞬間、抜かりなく次

に起こり得ることへの準備を始めるという教えであり、この言葉を胸に一日一

日努力してまいります。」との挨拶でありました。私たちにサインしてくださ

ったのも、終即始、その言葉でありました。  

       大会は、福崎町の出場から大粒の雨になり、雷雨とどろく中、福崎町の演技が

終了いたしました。その後も淡々と競技が行われ、豪雨のため、観覧者は少な

くなり、その中でも豪雨の中、平常心で行った滋賀県日野町消防団が優勝され

ました。閉会に当たり、秋本日本消防協会長は、「全国で活躍していただいて

いる今の消防団を象徴する操法大会ではなかったか。」そう評価され、各地で

頻繁に起こる災害に、これに尽力される消防団の活躍を涙ながらに語られてお

りました。  

       結果、準優勝という成績でありましたが、最初、２０センチ、８０センチと言

ったわけなんですが、大会当日には直してありました。恐らく福崎町対策では

なかったかなと、このように私は思ったわけなんですが、大会自体、完全アウ

ェーの中、操法大会が行われたように私は感じました。  

       話はＹｏｕＴｕｂｅのほうに入るんですけども、ＹｏｕＴｕｂｅで福崎町消防

団と検索をすれば、いっぱい出てまいります。８年前の優勝した第２２回の画

像では１６万回アクセス、準優勝のときには２万１，０００回のアクセス、な

ぜか２年前の県大会には４８万回のアクセス、ほかにもたくさんの画像が見ら

れております。  

       ２年前の第２３回全国消防操法大会、これは長野県であったんですけども、私、

行かせていただきました。競技されている中で、福崎の操法を取り入れた分団

が非常に多かった。今年もやはり多くの分団が取り入れられておられました。

それだけ注目度も高いと思います。消防団がこれだけの成績、まちでもっと活

躍をした形で全国的に防災面でも発信をしていただけないか、お尋ねいたしま

す。 

住民生活課長  議員、先ほど言われましたように、操法大会では全国大会に出場され、優勝、

準優勝という非常に輝かしい成績をおさめられております。福崎町が全国的に

も有名になっております。こうしたことをきっかけに、操法だけではなく、消

防団活動全般について広報やホームページなどにより広く発信していければと

いうふうには考えております。  

       また、最近では火事災害よりも風水害による被害が懸念されております。こう

した中、地域におけます防災訓練を実施するなど、消防団が活躍する場は多く

ございます。こういった消防団の活動、また消防団員の活躍を多方面に発信で

きればというふうには思っております。  
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城谷英之議員  ４年前、ポンプ自動車の部で優勝された鳥取県江府町消防団では、町のホーム

ページに載っております。町長は、東京に上ったときに挨拶に行きますと言わ

れておりましたが、何か防災面で役に立てたらという、そういう思いで町長は

言われたんだなと、僕はそのように思います。今回、あれだけの補正予算を組

んでいただいて、全国大会で準優勝、これで終わっては何か、もっとほかのこ

とができる、町長はそのことを思い東京へ行かれる。その中で全国大会で、あ

あ、終わったな、よかったなということではなく、町としてもっと全国的に発

信をしていただきたい。このように思います。  

       福崎町消防団は、今、話をさせていただいたように操法が得意な分団。豪雨の

中、ごうごうと川が流れる中、土のうを積み上げてくれる消防団。避難勧告が

出たときにお年寄りを背負って避難所へ連れていってくれる消防団。いろんな

消防団の形がありますが、これが地域でなくてはならない福崎町の消防団だと、

このように思います。  

       今年は、台風が非常に多くきましたが、被害が少なく済みました。今回の台風

では、第１号指令のままという形が非常に多かった。この指令は誰が出されて

いるのか。また、被害が出てから、３号指令にいきなり切りかわることもある。

近年の豪雨災害を見ると、河川の水位だけで判断されるようにも思います。ど

う思われるでしょうか。  

住民生活課長  水防指令の発令につきましては、これは兵庫県のほうで行われておるものでご

ざいます。この発令につきましては、河川の水位だけではなく、台風の接近の

ためとか、また大雨警報発令のためのなどによります水防指令が発令されると

いうようなこともございます。  

城谷英之議員  県が発令した指令だけではなく、福崎町の状況を踏まえて判断をしていただき

たい。いきなり３号が出たんでは、もう間に合わない。そのような状況があり

ます。ぜひとも町単独でも指令に対して行っていただきたい。  

水防の手当について、通告書の中で条例と書いておったんですけども、これ

は水防出動計画の間違いであります。訂正をお願いいたします。  

       その出動計画では、第２号、第３号の指令でしか出動手当は当たらない。１号

指令でも、分団によっては自主出動で警戒に当たっている分団もあります。こ

の出動手当等、何らかの形で、警戒してくれている消防団に手当等は出せない

のでしょうか。  

町    長  もう議員もご承知のように、普通交付税の中に消防費というそういったような

費目がございます。その費目の中で常備消防と非常備消防に分かれるわけであ

りますけれども、その非常備消防をもとにしたような形で、今、配分をさせて

いただいておるというところであります。当然、消防本部、またＯＢの方々、

そういったような方々が協議をしながら現在の出動計画等々をつくっていただ

いておりまして、それら等、必要とあればそういったような方々に集まってい

ただき、それら等、もとは先ほども言いましたように普通交付税における非常

備消防といったような形が原資になってくるといったように思います。  

       私が言うまでもなく、福崎町は小さいですけれども、やはり危険な場所はござ

います。実質的な形の中での自然災害、地形が違いますので、それぞれの役割

は違ってくるというような形になろうかと思うわけでありますけれども、その

中におきます分野、また出動範囲等々につきましても、そういったような消防

本団、または消防ＯＢを含めた形の中でのそういう判断を仰ぎながらといった

ような形で決定をされればというように私自身はそう思います。  

城谷英之議員  町長が答弁されたら、ちょっと予定しとったんは災害救助費とあって、二百何
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十万円組んであったのに、消防団には出ないちゃうんかって言いたかったけど、

町長が言ったらちょっとこうテンション落とさないかんようになりまして、ご

検討のほどよろしくお願いいたします。  

       次に、消防団は毎月ポンプ点検と消火栓の点検、これを行っておりますが、こ

の福崎町において消火栓の種類と、ふた、鍵ですね、これはどのくらいあるの

か、お尋ねしたいと思います。  

住民生活課長  消火栓のふたの種類につきましては、角形のものが３種類とそれから丸型のも

の１種類の計４種類ということでございます。開栓用のハンドルになりますが、

こちらにつきましては、大きくは角形消火栓用のものとそれから丸型消火栓用

のものということの２種類ということでございます。  

城谷英之議員  昔、大きな火事があり、３名の尊い命が失われました。それが６年前。そのと

きに、釜坂元議員がおられて質問されたと思うんですけども、そのとき、決し

て消火栓のせいだとは思いませんが、いろんな形で、今、入札等々で消火栓の

種類も変わっている。今、答弁いただいたように大分統一にはなってきている

んだとは思うんですけども、区長会とかそういうところで、消火栓の取り扱い

が違うこと、そういうところは町のほうから指示なり注意なり、そのような形

は出ているんでしょうか。  

住民生活課長  当然、各分団につきましては、分団長会議のほうでもお知らせをしております

し、区長会につきましては、前回の区長会の総会におきまして、こういった４

種類のものがございますので、各住民の自主防災訓練のときには周知していた

だきたいというような旨でお知らせをしていただいているところでございます。  

城谷英之議員  特に交通量の多い国道辻川交差点横、辻川西交差点の横では、道路の真ん中に

消火栓があるんですね。日曜日の朝に分団員が点検をされているのですが、車

の通行が非常にやっぱり国道なんで多い。危険である。これは移動とかそうい

うのはできないのか。もし移動できないんであれば、周りの消火栓なりにホー

スを１本なり２本なりつなぐとか、消防団への安全対策もありますし、非常時

に使う消火栓について何らか方向はないのか、お尋ねしたいと思います。  

住民生活課長  ご質問のありました辻川交差点の南側にある消火栓につきましては、非常に危

ないということで、こちらも要望を既に受けておりまして、歩道のほうにでき

れば移設できるような方向で考えていきたいというふうには考えております。  

城谷英之議員  できれば早急に行ってもらいたいんですが、この移設には大分の費用がかかる

と聞いております。でも、何もしないではやっぱり済まないと思うんで、少し

ずつでもやっぱり進めていただきたい、このように思います。  

       続いて、防災マップの見直しについての質問に入ります。  

       近年、局地豪雨や地震、台風など自然災害が頻発し、地域防災力の強化が課題

となる中、注目を集めております。岡山では西日本豪雨災害、近くでは芦屋市

の高潮被害、１１月２日に９月の台風２１号で高潮被害に遭った芦屋市南芦屋

浜地区について高潮浸水予測地域がないとしたことから２００７年に公表され

ましたハザードマップで測量に誤りがあったと明らかにし、県は測量ミスを住

民に謝罪し、地盤沈下の進行とあわせて危険性が高いと見て、浸水想定を見直

すとし、地盤沈下で国の設備基準を下回った護岸を来年から上げる方針を示さ

れております。  

       現在、福崎町に配布している福崎町防災マップは何年に作成したのか。また、

その当時の基準と今の基準ではどのような点が違うのか、お尋ねいたします。  

まちづくり課長 現在の防災マップにつきましては、平成２６年３月策定のものでございます。

国では水防法を改正しまして、河川の浸水想定区域対象降雨を河川の整備の目
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標とする降雨から想定し得る最大規模の降雨に変更いたしまして、市川の浸水

想定区域につきましては、６月８日に公表しております。県ではさらに市川の

支川である七種川、平田川、雲津川、西谷川についても浸水想定区域を調査し

まして公表するとしております。  

       また、土砂災害特別警戒区域、レッド区域につきましても、福崎町内は６月２

９日に指定をされております。  

       さらに、第三防災倉庫の追加でありますとか、災害対策基本法の改正によりま

して、避難所の定義が明確化されたため、現在、避難所としている公民館など

の指定の見直しを検討いたします。これらの区域を防災マップに適切に反映し

ていくことが必要だと考えております。  

城谷英之議員  この福崎町防災マップの役割については、どのようなお考えでおられるのか。

また本年度作成予定とお聞きをしましたが、進捗状況をお願いいたします。  

まちづくり課長 防災マップの役割でございますが、町では自分の住んでいる地域が浸水や土砂

災害の可能性を有していることを住民に認識してもらいまして、ふだんから、

経験したことのない大雨が発生した場合、どこへ避難すればよいのか、防災意

識の高揚や的確な避難行動をとっていただくための啓発が重要であると考えて

おります。  

       なお、平成３０年度の当初予算で防災ハザードマップの改定の予算をいただい

ておりましたが、県の市川の支川に係る浸水想定区域の策定作業が平成３１年

夏ごろまでかかると聞いております。県とは災害に応じた避難所や避難経路の

設定方法などの協議や検討を進めまして、住民の皆様にできるだけわかりやす

いハザードマップの作成方法についても研究を重ねながら改定の準備を進めて

おりまして、防災マップの策定につきましては平成３１年度中を予定しており

ます。  

城谷英之議員  お年寄りにもわかりやすい福崎町の防災マップ、これをお願いいたします。で

きましたら、今、課長が答弁されたように、自分の住んでいる地域、マップの

見方とかそういうのを説明に行っていただけたらお年寄りは非常にわかりやす

いし、どうしたらいいかというのもわかりやすいと思うので、できたら行政懇

談会も含めまして、ミニデイですとかいろんなことがあると思うんですけど、

そんなんで行っていただけたらなと思うんですけども、どうでしょう。  

まちづくり課長 今おっしゃいました行政懇談会の場、それから出前講座、そしてそういう説明

の機会、要請がありましたら、できるだけそういった見方についても説明をす

る機会を設けたいと思います。  

城谷英之議員  安心をいたしました。  

       次に、県道中寺北条線、県道４１０号線について質問いたします。  

       この県道中寺北条線は加西市では拡幅工事、通学路、グリーンベルトとしてあ

るんですが、前から区長会等で要望もされており、先般の行政懇談会でも要望

が上がっておると思います。何らかの改善策、これはないのか、お尋ねしたい

と思います。  

まちづくり課長 県道中寺北条線の拡幅要望につきましては、例年区長会から出されております。

その都度、県に要望しております。また、余田区の行政懇談会でも拡幅要望が

出されました。これを受けまして、県の職員と改善が可能な箇所はないか現地

調査を行っております。その中で、西ヶ首池の南あたりで、ほ場整備でできた

県道の路肩部分の町有地、こういったものを活用しまして路肩を改良する。そ

れと、草が伸びて視距が悪くなる城谷医院の南側の一部などに防草シートを設

置するということで、あと、道路事業ではございませんが、里山防災林事業を
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現在進めておりますが、宮ノ池の南側の山林のカーブ部分、この視距改良のた

めに竹林の伐採を実施いたします。これは暫定的な対応でありますが、こうい

ったものの効果も確認しながら、可能な対応を行っていき、そして道路拡幅に

ついては引き続き県に要望してまいります。  

城谷英之議員  約何年ですかね、長いこと県道中寺北条線は進んでないんですよね。八千種地

区の方にしたら本当に県道なのかと思われるようなところがありまして、ぜひ

とも橋本町長にかわったからこう進めた、技監が来られたからこう進めたとい

うように、ちょっと進めていただきたいと、県に要望していただきたいとこの

ように思います。  

       また、この県道中寺北条線ですが、八千種の信号、これ１０時を回りますと点

滅信号に変わります。夜中どんという音とともに交通事故等が頻発、頻発とい

うか、起きております。昼間は警察官の方は一旦停止を見に、向こうのバイパ

スのほうで一旦停止をずっとはられとんですけども、こういう信号、やっぱり

夜ですからスピードも出ますし、大きい事故にもつながります。このようなこ

とをちょっと警察のほうに要望していただけないのか、お尋ねいたします。  

住民生活課長  こちらの信号機の夜間点滅につきましては、警察に確認しますと、交通量が少

なく、交通の円滑化という観点から現在点滅にされているということで聞いて

おります。一定時間で切りかわる通常点滅の信号への要望ということでござい

ますが、地域の総意ということで町のほうへ要望をいただきましたら、町のほ

うから警察のほうへ変更の要望ということではさせていただきたいと思ってお

ります。  

城谷英之議員  先ほど話したように、昼間こう入ってこられるのは安全でいいんですけど、何

か最近は一旦停止を、罰金を取るための警戒かいなと思われるほど非常に警察

の方、いや、入っていただくのは防犯面とかいろんな面でいいんですよ。いい

んですけども、何か違うことかなというような感じが非常にするんで、またそ

の辺もちょっと１回話しといてください。そら入ってもうて事故が少ないんが

一番もちろんいいんです。交通違反を取り締まる、それが一番いいんですけど

も、何かちょっと違うような感じで、マイク等で聞こえてくる声は違う声だっ

たと思います。  

       質問は次、学校教育課のほうに入りたいと思います。  

       １１月１７日に行われたきらきら発表会を見にいってまいりました。昨年は６

年生が春日城について、今年は八千種小学校の６年生が「町の幸福論～福崎町

の未来を描いて～」を課題に発表をされていました。まちの幸福論は、コミュ

ニティデザインの第一人者山崎亮の著書であり、地域の課題をそこに住む人が

解決すること、住む人の心の動き、まちと関わるようになれば地域は少しずつ

でも変えていける。日本のまちがこれまで抱えてきた数々の問題点を鋭く切り

込む内容であります。経済成長を経て、まちの公共空間はどのように変容して

きたのか。住居も建物も余り始めた地域ごとにどのような手術が必要か。ソフ

トへの予算と評価の現状はどうなっているのか。集落はどうして消えていくの

か。緩やかな時代の変化とともに胎動する多様な豊かさや生活感を支えるため

にまちと生活者のあり方を考える、このようなことを６年生が勉強したように

思います。  

       八千種の子どもたちは６つの未来の福崎町について描きました。妖怪のＡＩを

取り入れて人々を楽しませる福崎町。全ての年齢の人が親しむまち、福崎町。

外国人が好きになってくれるまち、福崎町。各地よりたくさんの人々が集まっ

てくれるまち、福崎町。全ての人が自然に親しむ福崎町。災害が起こっても安
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心して暮らせるまち、福崎町。子どもたちは福崎町の未来をこういう形にした

いと考えるとのことでした。そうするにはこうしたらいい、ああしたらいい。

いろんな考えを出してくれていました。この６つから見ても福崎を愛している

というのが非常にひしひしと伝わってきました。  

       子どもたちが描いた福崎町をどう思われるのか。バックキャスティング、まず

未来を描き、そこから現在に振り返って、今、やるべきことを見つけていくと

いう手法でありますが、教育長のバックキャスティング、これはどうなんでし

ょう。お尋ねいたします。 

教 育 長 まず、発表会後に行われました参加者によるアンケートを見ますと、９３％

の方が、子どもたちの発表が非常によかったと、こういう評価をいただいてお

ります。ちなみに、よくなかったはゼロ％でした。また、発達段階においた内

容で感動した、ご指導の先生方に感謝をします、環境や地球の未来、自分自身

の未来などについてしっかり考えていることがよくわかり、頼もしかった等と

意見を聞いております。きらきら発表会に対する児童・先生方の活躍を評価い

たし、うれしく思っております。  

       その中で、６年生の子どもたちは今、自分の住んでいる福崎町について、いろ

んな角度から、いろんな方々の意見を聞きながら、先ほど議員さんがおっしゃ

いましたように６つの未来像をまとめております。それを受けまして、私はこ

のように考えております。  

       私は、１つ目は、命を大切にして、学力の向上を願っています。夢は持つだけ

でなく、実現させてほしい。その基盤は学力にあると思います。知・徳・体・

食育を中心とした福崎町が推進している生きる力をつけてほしい。まず、学び

続けてほしいと思います。  

       ２つ目、福崎町に定住をお願いしたいと思います。ふるさとは遠くにあって思

うものではなく、近くにあってつくるものです。働く場所の拡充も必要ですが、

納税の義務を果たし、町外に出てもふるさと納税をするなど、福崎町の財政支

援をお願いしたいと思います。  

       ３つ目、協働の精神を実施してほしい。考え方を共有し、人権を保障しながら

助け合いの精神でみんなで取り組んでほしい。  

       ４つ目、若い発想でまちの特色を考えてほしい。福崎町では、妖怪ブームが人

気を擁していますが、新たな目玉となるものを考え出してほしいとも思います。  

       ５つ目、人の拡散を考えてほしい。我がまちでは、自律のまちづくりを進めて

まいりました。この基盤の上に自律の律を立に変えた安全で安心の自治会づく

りの提案者あるいは立て役者になってほしいと思います。  

       ６つ目、自分たちの未来は、自分たちで構築してほしい。私たちは力の限り応

援します。そして将来は町長や議会議員になられて、自分たちの手による自分

たちのための自分たちのまちづくりを期待いたします。発想は地球規模で、そ

の実現は足元から。福崎町の未来は明るいです。  

城谷英之議員  ありがとうございました。また、創意と工夫、輝く、活力ある福崎町を目指し

ておられる橋本町長、どういう未来像なり持っておられますか。お尋ねしたい

と思います。  

町    長  もう私の基本は今現在持っております福崎町第５次総合計画を基本としたよう

な形の中で「活力あふれ、風格のある、住みよいまち、～住んで、学んで、働

いて未来につながるまち」今まさに教育長が言われた事柄につながると思いま

す。土地利用でありますとか、そういったような形の中、また企業のあり方、

雇用のあり方、将来における土地利用、特に１次産業の農業の部分、これら等
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は、この農業は当然として農地をといったような形だけではなしに、地域の環

境を守ってもらっておると、そういったような形にもなっておりまして、将来

どういったような位置づけでそのような形の中で守っていかなければならない

のか、子どもたちにも同じように考えていただければというように思っており

ます。  

       難しい話をしますと、子どもたち、すぐに嫌がって、考えるのはちょっと迷う

場合があるわけでありますけれども、今現在、見ておる部分でどうですかとい

う聞き方をすればまた違った形の答えが返ってくると思うわけであります。例

えば、工業団地、福伸電機さんにおける分野、マンダムさんにおける分野、Ａ

Ｉを中心としたような形の中で自動化に変わってきております。これら等は反

対に雇用問題にも直結するといったような形にもなるわけでありまして、それ

ら等を踏まえた上での分野、それら等が、どのような分野を動かすとどこに影

響を与えるのか、そういったような事柄も子どもたちと一緒に考えられればと

いうように思っております。  

       いずれにいたしましても、１０年後の基本はこの総合計画にあるわけでありま

して、これら等を着実に邁進するのは私の使命かなというようにも思っており

ますし、できたら子どもたちとこの総合計画をもった形の中で話し合いという

んでしょうか、そういったようなものも行いたいなと。まちづくり行政委員会

ではないわけでありますけれども、そういったような形の中で話ができる機会

があれば、そういったような事柄について私の思いも子どもたちに伝えていき

たいというように思っております。  

       福崎町の未来を描きましょうといったような近未来的なもの、遠い将来的なも

の、それら等をどういったような形で求めていくのか、今、質問議員が言われ

ましたようにバックキャスティングですか、そういったような未来を描いて、

それに求める手順といったようなものの必要性、そういったようなものもつく

っていかなければならないのかなというように思っております。福崎町、非常

に文化が高い、またそういったような形の中でいろんな文化が福崎町の中には

あります。八千種地区、田原地区、福崎地区、高岡地区、それぞれに文化があ

るといったような形の中で学んでいただければというように思います。  

城谷英之議員  八千種の子どもたち、この福崎町の子どもたちが描いている福崎町を少しでも

知って、今、町長から答弁いただいたように、またその総合計画を含めて子ど

もたちとも話できたらと、そのお答えをもらえたのが非常によかったと、この

ように思います。教育長もありがとうございました。  

       以上で、一般質問を終わらせていただきます。  

議    長  城谷英之議員の一般質問を終わります。  

       本日の一般質問は、これにて終了いたします。  

       以上で、本会議３日目の日程は全て終了しました。  

       本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでございました。  

 

散会 午前１１時３３分 

 


